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月 5 日 、 日 本 時 間 午 後 7 時 21 分 。 山 崎 直子 

宇宙 飛行 士 を 乗せ た スペ ー ス シャ トル [ディ 

スカ バリ ー 号 ] の 打ち 上 げ を 、 固 嘩 を 飲ん で 

見 守っ た 方 も 多い こと で し ょ う 。 ロ ボッ ト 
アー ム 操 作 や 物資 輸送 の 責任 者 と し て 、 ぉ さらに 、 シ ャ トル 
ミッ ショ ン に か か わる 最後 の 日 本 人 宇宙 飛行 士 と し て 、 山 
崎 宇宙 飛行 士 は 旅立ち まし た 。 宇 宙 か ら 届 いた 「 瑠 璃 色 の 
地球 も 花 も 宇宙 の 子 ] の 句 に 、 山 崎 宇宙 飛行 士 は どん 
な 思い を 込め た の で し ょ うか 。 巻頭 特集 で は 宇宙 滞在 15 
日 間 に 据 り ま す 。 そ し て いよ いよ 、6 月 13 
日 に 搭載 カプ セル の 地球 帰還 が 予定 き 
れ て いる 小惑星 探査 機 「 は や ぶる 」。 
世界 初 の サン プル リタ ー ン を 迎え 
る の は 、 世 界 最高 水準 の キュ レー 
ショ ン 設 備 で す 。 小 惑星 の カケ 
ラ が どの よう に 分 析 さ きれ て いく 
の か 、 相 模 原 の 宇宙 科学 研究 所 
に ある 設備 を レポ ー ト し まし 
た 。 さ る ら に 2013 年 の 打ち 上 げ 
を 目指 し て 開発 が 進む 陸 域 観測 
技術 衛星 2 号 [ALOS-2] や ゃ 、 
5 月 21 日 に 打ち 上 げ ら れ た 金星 
宋 査 機 | あか つき 」 な ど 、 今 号 も 
JAXA の 最新 情報 満載 で お 届け 
いた し ます 。 
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小惑星 探査 機 | は や ぶさ ] 帰 遂 間 近 
人 類 初 の 試料 を 扱う 

「 キ ュ レ ーション 設備 , 


宇宙 科学 研究 所 ・ 固 体 惑 星 科学 研究 系 教授 


HTV で 届け られ 、 野 口 宇宙 飛行 十 が 育て た 
芸術 と し て の 「 宇 宙 庭 」 


京都 市 立 芸 術 大 学 准 教授 


Key Person Interview 
日 本 の 衛星 測位 シス テム の パイ オニ ア と し て 
準 天頂 衛星 の 運用 を 支え る 

ライ ト ハ ウス テク ノロ ジー・ ア ンド ・ 

コン サル ティ ング (株 ) 代表 取締 役 社長 
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JAXA ウ ェ ブ サイ ト を 見 よう ! 
世界 の 雨 分 布 速 報 

ン 隊 域 観測 技術 衛星 [だいち] に よる 
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表紙 : デ ィ ス カバ リー 号 の 飛行 10 日 目 、 

ISS 観 測 用 モジ ュー ル の キュ ー ポ ラ に て 。 

右 下 か ら 時 計 回 り に 、 ト レー シー・ カ ー ド ウェ ル 、 
山崎 直子 、 ド ロ シ ー・ メ カフ ・ リ ン デ ン バ ー ガ ー、 
ステ ファ ニー・ ウ ィ ル ソン 宇宙 飛行 士 。(NASA 提 供 ) 
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気体 さえ 漏らさ ず 専用 の 「 開 封 機構 」 に 再度 、X 線 で 
キャ ッ チ 組み 込む CT 提 及 


開封 時 、 第 1 室 の 気圧 を コン テ ナ 内 
圧 に 合わ せる の は 、 気体 を 噴出 / 流 
入 さ せな いた め 。 ま た その 際 、 チ ャ 
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金 生 探査 機 
あかつき, 
「 ち 上 げ 


年 5 月 21 日 、 金 星 探査 機 「 あ 
き 」 が 種子 島 宇宙 セン ター か 
ら H-IA ロ ケッ ト で 打ち 上 げ 
られ まし た 。 地 球 環境 の 成り 立ち 
と 行く 末 を 読み 解く 手がかり を 求 


と | 
デン | 
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mm 
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『 半 汗 肝 - 


セ NOIT ユ V 内 ロコ NI 


己 〇 デー さす ロ 
中 - 加 ヽ マ ロロ 」 


さす 「 


め 、 地 球 の 双子 惑星 と も いわ れる 
員 
昌 ーー に 当 金星 の 気候 の 仕組 み を 探り ます 。 
日 本 の 技術 力 を 結集 し て 誕生 し た HTV は 、 今 活 て 資 さ に か 技 わ HH ドロ れ シ で の 設 に た ]Ii 「 あ か つき 」 は 今後 、 約 半年 を か 
ISS 計 画 に 無く て は な ら な い 存 在 人 人 1 成 秒 人 回 T ボ ョ る 93 人 A B け て 金星 の 軌道 に 到達 する 了 予定 で 
還 l ス 5 V ッ 位 ン 回 ロ 学 、 
消 つ た 送 シ し 1 擦 た と ント 置 っ 呈 " 対 化 本 タケ 大 回 す 。「 あ か つき 」 と 相乗 り で 打ち 
0 RY 
INF ロ RMIATIOI 5 か 紀 5 旧 号 宙 6 営 月 テ ミ F 状 
[ 弦 る 米 る ん た の れ 世 8 ま ム 上 上 8 は ス 匂 た 技 の の を 放 SN 
JAXA 『 吉 の 唯 に て 府 更 の す を に ヒー バテ 年 章 術 圭 間 業 MHR 
シン ン ボ ジウ ム 2010 す を 本 の わ 年 で 際 ツ イ 高 っ 後 直 際 シ 昌 的 賞 ダ 一 本 術 5 
」 0 も 二 生き し な は 科 に イ 人 Py 
中 ! 負 有 給 て 役 ツ は レン 飛 つ IL 約 宙 ン て 大 中 携 賞 の 実証 を 目指 し ます 
月 8 に 開催 2 人 鑑 友 す すき ペダ 行か S10 ス 提 い 型 そ し わ /ー ES 
て 宇 と 型 る と わん ル ん を すま Sm テ 給 る 産 の まっ 丘 の 
・ 有 楽 町 の 「 朝 日 ホー ル 」 で 、 宙 し 物 ス グ ず の 合 る れ の 離 | 機 も 業 年 し た 文 1 
\Iz ュ SS * つ ヽ 拾 款 模 肥 尼 誰 ー 
8 日 18 時 壮 か ら JAXA シン 道 制御 を 行い な が ら 、12 月 初 名 の 金星 周 
ポジ ウム が 開催 きれ ます 。 ナ ビ 軌道 へ の 投入 準備 を 進め て いく 
ゲー ター に 東京 大 学 大 学院 理学 系 INFORIMIATIOIN 戸 
> NE テア っ 入 委 う 
研究 科 の 横山 広美 教授 を 迎え 、 7 年 間 の 旅 を 終 を _- 
宇宙 ステ ーション 補給 機 で ある 5 6 ント PT 8 最も 衛 提 る れる 土日 準 いで 受 機 物 遇 て 使 准 る 
「HTV」 で 培 わ れ た 輸送 技術 の 展 凍結 HMI ます ET 
や 、「 き ぼう | 日 本 実験 棟 の 和 記 避 白 備 | す 実 征 国 で あぁ 天 衛 と も き の 害 や な 得 電 ビ 科 
が er iMIUAMEEIWM22 PF び 0 
ンプ P に 位 か な 彰 四 
ショ ン を 行い ます 。 先 着 750 名 帰 選 へ 向け て 慎重 な 運用 が 続 を の 氷 駿 衝 を 3 地 近 号 び 精 っ S り 部 い 位 普 8 進 上 上 
様 の 事前 中 し 込み 制 で す の で 、 参 いる 小 惑 星 探査 機 「 は や ぶ 放り 体 目 滑 0 ビ 8 長 折 た 旋 な 見 沿 き 企 旧 だ で 8 の けり に "本 
加 希望 の 方 は JAXA ウェ ブサ イ き 」。 小 意 星 の サン プル が 入っ て し 上 信 的 位 0 ル と いみ 起 才 いか 位 こ で は ょ 人 ( こ 
ト か ら お 申し 込み くだ きい 。 いる と 期待 きれ る カプ モル の 再 突 に は 全 ) 1 2 に 拓 剛 びと じ と の 必 い いら て を 向 
申込 先 URL 入 の 日 時 は 、 現 在 の 計算 に よる と 、 ま 向 島 た ビバ 影 合 見 きま た え 信 要 山 ち し 衛 指 志 
https://Wwww.science-eVent.jD/ 6 月 13 日 日 本 時 間 23 時 頃 。 着 記 千 人 の + き る は す と 信 4 間 し と の ヤ け 
jaxasympo2010/ 陸 場 所 は オー スト ラリ ア に ある ウ 
携帯 電話 か ら 6 も お 申し 込み で きま す 。 ー メ ラ 地区 の 予定 で す 。 今 後 「 は 
http://mobilejaxa.jp/ や ぶさ | は 、 精 密 に 落下 させ る た INFORIMATIOIN 3 


に 数 回 の 軌道 修正 (TCM) を 還 還 較 Sam 
実施 し て いき ます 。 特 設 サ イト 「 は 較 oe sg の ご ja 
や ぶさ 、 地 球 へ 一 帰還 カウ ント ダ | 
? ウン 一 | で は 、 随 時 最新 情報 を お 
JA 火 AS の 
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野口 聡一 宇 飛行 土 
月 2 - 了 MA 


年 12 月 か ら 始 まっ た 野口 宇 
行 士 の 長期 党 在 ミッ ショ ン 。 
第 人 次 /23 次 長期 溢 在 クル ー の 
フラ イト エン ジニ ア と し て 、「 き 
ぼう 」 日 本 実験 棟 の 基本 性 能 の 確 
立 や 、 さ ま ざ ま か 無 重 量 実験 を 実 
施し て きま し た が 、 い よい よ ょ 地球 目 


発行 企画 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機 構 ) http://hayabusa.jaxa.jp/ 

編集 制作 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 

デザ イン 欠 Better Days 還 
印刷 製本 株 式 会 社 ビー シー シー カプ セル が 回収 さ れる 予定 の ウー メラ 
2010 年 6 月 1 日 発 生 地区 は 、 オ ー ス トラ リア 南西 部 に 位置 する 


JAXAS 編集 委員 会 本 

委員 長 的 川 和 宣 へ 帰還 目前 と な り ま し た 。 6 

副 委 員 長 舘 和夫 - ソ ュ ユー ズ 宇 宙 般 ( 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 日 に ユー ズ 宇 宙 船 に 搭乗 し 、 ISS の 結合 用 モジ ュー ル 「 ユ ニテ ィ 」 で 
題 問 。 山根 一 引 還 予 定 で す 。 作業 中 の 野口 宇宙 飛行 士 (NASA 提 供 ) 


ウェ ブ マ スタ の と っ て お き 、 お すす め コ ン 


テン ツ 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト を 見 よう ! 


JAXA は 多く の 人 工 衛星 や 探査 機 を 運 
用 し て いま す が 、 中 で も 私 た ちの 生活 に 
密着 し た 人 工 衛星 と し て 、 地 球 の 降雨 や 
水 を 観測 する 衛星 が あり ます 。 ア メリ カ 
と 共同 開発 し 、1997 年 に 打ち 上 げ ら れ た 
「TRMM] は 12 年 以上 経っ た 今 も 現役 で 、 
熱帯 か ら 亜熱帯 地方 に か け て の 降雨 の 分 布 
を 観測 し て いま す 。 ま た 2002 年 に 打ち 上 
げ ら れ た アメ リカ の 衛星 「Aqual に は 、 
JAXA の セン サ 「AMSR-E| が 積ま れ て 
お り 、 海 面 温度 や 海水 、 積 雪 、 水 蒸気 な ど 
水 に 関係 する も の を 観測 する こと が で きま 
す 。JAXA で は 、 こ れ ら 人 工 衛星 が 観測 
し た デー タ を 、 皆 さん に 分 か りや すい 形 で 
イン ター ネッ ト 上 に 公開 し て いま す 。 

「 世 界 の 雨 分 布 速 報 | で は 、 気象 衛星 が 観 
測 し た 雲 の 様子 と 、TRMM や Aqua が 観 
測 し た 世界 の 雨 分 布 を 重ね 合わ せ て 、 準 リ 
アル タイ ム に デー タ 公 開 し て いま す 。 最新 
の 雨 の 分 布 の 動き を 動画 で 見 る こと も 可能 
で す 。 普段 、 私 た ち が 天 気 予報 な ど で 見 て 
いる 地図 の 範囲 は 日 本 周辺 だ な け で す 。 こ の 
「 世 界 の 雨 分 布 速報 ] で は 、 地球 全体 で 雲 や 
雨 が 活動 し て いる こと が 良く 分 か り ま す 。 

パソ コン に 「Google Earth] を 入れ て 
いる 方 は 、「TRMMxGoogle EarthTM 


研究 室 | (http://www.eorc.jaxa.jp/TRMM/ 
data/tmmxge/google_earth_j.html)) か ら 
デー タ を ダウ ン ロ ー ド し て みて くだ さい 。 
Google Earth 上 で 地球 儀 を 動か し な が 
ら 、 こ れ ら の 情報 を 見 る こと も 可能 で す 。 
雲 の 様子 や 海水 温 な どの デー タ か ら 、 台 風 


の 卵 を いち 早く 発見 で きる か も し れ ま せ 
ん 。 こ こ 数 年 、 異 常 気象 に より 世界 規模 で 
桂 雨 な ど に よる 水害 が 増加 し て いま す 。 そ 
ん な 中 、 人 工 衛星 の さま ざま な セン サー を 
使っ て 、 宇 宙 か ら 状 況 を 正確 に 把握 する こ 
と の 重要 性 も 増し て くる で し ょ う 。 


> 登録 され た 方 は こち : 


世界 の 雨 分 布 速報 http://sharaku.eorc.jaka.jp/5SMaP/inde j.htm 
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陸 域 観測 技術 衛星 | だ いち 」 に よる 
アイ スラ ンド 火山 串 火 に と も な うつ 緊急 観測 


2010/4/17 


エイ ヤ フ ィ ヤ ト ラ ヨ ー ク トル 氷河 の 火山 火口 付近 の 拡大 画像 。 


4 月 21 日 に は 、 火 口 付 近 か ら 出 る 噴煙 の 量 と 勢い が 
17 日 に 比べ て 玉 く な っ て いる 様子 を 確認 で きた 


2010 年 4 月 14 日 、 ア イス ラン ド の 首都 
レイ キャ ビク の 東 に 位置 する エイ ヤ フ ィ ヤ 
トラ ヨー クト ル 氷 河 の 火山 が 噴火 し 、 大 量 
の 火山 灰 に より イギリス や ヨー ロッ パ 各 地 
の 空 の 便 に 大 き な 影響 が 出 ま し た 。JAXA 
で は 陸 域 観測 技術 衛星 「 だ いち 」 搭載 の 
高 性 能 可 視 近 赤 外 放射 計 2 型 (アブ ニー 
ル ・ ツ ー) に よる 或 急 観測 を 実施 し まし た 。 
4 月 17 日 の 画像 で は 、 火 口 付 近 か ら 噴 煙 
が 勢い よく 上 が っ て いる 様子 を 確認 する こ 
と が で きま し た 。 4 月 21 日 に は 火口 付近 
か ら 出 る 噴煙 の 量 と 勢い が 、17 日 に 比べ 
弱く な っ て いる 様子 を 確認 する こと が で き 
ます 。 取得 し た 画像 は 、 国 内 防災 機関 へ 提 
供し まし た 。JAXA で は 今後 も 当該 地域 
を 継続 し て 観測 する 予定 で す 。 


nororme の | Io100 陣 隔 


空 へ 区 み 、 字 盾 を 導く 
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